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　昨年の秋，四週間ばかりアメリカを旅行した。東部ではニューヨーク大学，コロンビァ大
学，シラキュ　・一ズ大学，ボストン大学，MIT，タブト大学，ペンシルバニァ大学，また中西部
ではパー一デュー大学，イリノイ大学，そして最後の西部ではカリフォルニァ大学バークレイ分校
を訪問して，古い友人や新しい知人を相手にお互いの仕事について語りあった。昔，イリノイ大
学大学院で机をならべて勉強しあった仲間達も，今では五十の半ばをすぎ，ある者は学部長，あ
る者は学会長の重責を担い，いずれも漫刺と研究活動を続けているのを見て嬉しかった。
　英語では「浮気」のことを「flirti㎎」という。日本と違ってアメリカの大学院では「主」と
「副」の二つの専攻を持たねばならない。修士課程でも博士課程でも，試験は「主」と「従」の
二つの専攻分野から出題されるので，大学院生は否応なしに頭を「知的エキスパンダー」にかけ
られて押し広げられてしまう。アメリカの大学院では，このように，むしろ積極的に知的な
「flirting」を奨励する。その理由の一つは，未来を背負う有意な若者達をいわゆる「専門家馬
鹿」，つまり自分のせまい専門だけに閉じ籠もり，世界のことも，学問全体のことも知らない，
あるいは知ろうともしない，狭小な人間に作らないためである。
　かつて，「すべての偉大な進歩は，二つの異科学の接触から生ずる」と指摘したのは，フラン
スの数学者・物理学者アンリ・ボアンカレであった。おそらく，学問において，技術において，
あるいは芸術においてさえ，いわゆる創造性の源は異質なものの間の接触と融合から生ずる新し
い閃きにあるのではないだろうか。とするならば，アメリカの大学院における「主」と「副」の
専攻制度は，このポァンカレのいう「偉大な進歩」に通ずる有望な小道といえるであろう。
　今回の旅行で面白かったのは，かつてはコンピュータなど触れたこともない，いわゆる古いタ
イプの社会科学を専門としてきた旧友の多くが，五十の手習いの甲斐あってか，今では学部長室
にターミナルを置き，あるいは家庭にワープロを持ち，あるいは子供達とパソコン・ゲームを楽
しむなど，ごく自然に情報化時代に適応していたことである。アメリカ人は，かくのごとく，年
をとってもなお進取の気性に富み，変化に対してきわめて積極的である。もしわれわれに彼等か
ら学びとるものが未だに残されているとするならば，それはこうした性別や年令によって左右さ
れぬ，彼等の貧欲な知的好奇心と旺盛な攻撃精神であるのかもしれない。
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